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Ｑ なぜ板橋区コミュニティ・スクールを導入する？ 
 私は、板橋区立幼稚園・小中学校の使命を、 

○「子どもたちが安心・安全に過ごすことのできる居場所」であること 

○「子どもたちが自己実現できるために確かな学力の定着・向上を図ることができる学び舎」であること 

 とお答えしています。 

 そして、そのために板橋区としてめざす３つの「がっこう」を掲げています。 

１ 学力の定着・向上に向けた「学校づくり」 

２ 学校も家庭も地域も自らの役割と責任を自覚・共有し、地域の子どものために知恵と力を出し合う 

「合校づくり」 

３ その学校なりの特色ある楽しい教育活動が行われる「楽校づくり」 

 ２つ目の「合校づくり」に関して、保護者や地域の方に学校に深く関わっていただく、一緒に子どもたち

を育てていただく、その結果として大人がつながり、地域コミュニティの活性化が図られる。そのようなこ

とを実現するための手段として、「板橋区コミュニティ・スクール（ｉＣＳ）」の導入に至りました。 

 

Ｑ ｉＣＳに期待することは？ 
 ｉＣＳの仕組みを活用することで、「教職員だけ」による学校経営から、子どもや保護者、地域の方々、

教職員等、地域の学校に関わるすべての人で学校経営を担っていく。また「教師だけ」の指導から保護者や

地域の方々、各種団体や民間事業者等の知恵や経験を活かした教育活動を展開していくなど、従来の「学校

だけ」・「教員だけ」といった「だけ」構造からの脱却を図ることができればと願っています。学校は「あ

る」のではなく、子ども、保護者、地域の方、教職員みんなが「つくる」ものであると考えています。ｉＣ

Ｓを通じて、地域全体で子どもを育む環境をつくり、子どもたちの明るく、元気で前向きな成長へとつなげ

ることができればと期待しています。 

 

Ｑ どのような学校をめざしていきたい？ 
 ｉＣＳは、保護者や地域のみなさんのご理解とご支援をいただき、学校と一緒に地域の子どもたちを育む

「地域とともにある学校」の実現をめざす仕組み作りと捉えています。そして、この仕組みが当たり前とな

り、学校の敷居がぐっと下がり、保護者や地域の方が、『「ぶらっと」学校に来て、

「すっと」教室に入って、「そっと」子どもに寄り添う』、そのような「みんなの学

校」をめざしていきたいと考えております。 

 ｉＣＳが導入され、その目的が一朝一夕にすべての学校で実現できるとは考えてお

りませんが、徐々に徐々に各学校なりのｉＣＳが熟成し、「みんなの学校」が実現で

きますよう、みなさんのご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 「みんなの学校」をつくるために 

   ～「ある」学校から「つくる」学校に～ 
板 橋 区 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル ( ｉ Ｃ Ｓ )  

～地域とともにある学校をめざして～  

“いきいき子ども！あたたか家族！はつらつ先生！” 

地域が支える教育の板橋 
 

“学び合う、学び続ける人づくり！” 

地域を創る教育の板橋 
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 板橋区コミュニティ・スクールは、学校運営に保護者や地域の方が参画する「コミュニティ・

スクール委員会（Ｐ６）」と教育活動を保護者や地域の方に支援していただく「学校支援地域本

部（Ｐ７）」を両輪・協働の関係で運営する仕組みです。この仕組みを活用し、学校・保護者・

地域が一体となって様々な取組を行うことにより、先生が子どもたちと向き合う時間の確保や地

域人材を活用した教育活動の充実を図り、子どもたちの豊かな学びの実現につなげていきます。 

特 色 

❷ 

“地 域 と と も に あ る 学 校 ”へ ！  

 地域とともにある学校は、学校が地域の方と目標やビジョ

ンを共有し、地域一体となって子どもたちを育む学校のこと

です。 

 地域とともにある学校へ転換し、“地域の子どもは地域が

育てる”ことで、子どもたちの明るく、元気で前向きな成長

へとつなげることが期待できます！ 
地域に開かれた学校 

例えば、１０年後にはこんな学校・地域が当たり前の板橋区に！！ 

◆保護者や地域の方等が、家庭科ボランティアや放課後学習など幅広い支援活動を行うこと

で、授業をはじめとした学校教育の充実を通じて、子どもたちが学ぶ楽しさを感じ、学びに向

かう力が高まるようになっている！ 

◆学校ボランティアが、これまで教員がやっていた役割を代替してくれることが多くなり、負

担が減った教員は、子どもたちに向き合う時間や授業づくりのための時間が確保できるように

なっている！ 

◆記録的な大雪が発生した際に、普段お世話になっている地域の方に感謝の気持ちを込めて、

子どもたちが自発的に近所を雪かきするようになっている！ 

◆地域の方同士や地域と学校が互いの顔が見える関係になり、大規模災害等の地域の一大事の

ときに、一致団結できる素地ができている！ など 

 
子どもたちのために

何ができるかな？ 

 
こんな学校が実現する

と素晴らしいのでは… 

 
こんな子どもに 

育ってほしい！ 

各々の思いを共有し、 

実現に向けて取り組むことができる仕組みが

“板橋区コミュニティ・スクール”です！！ 

学 校 支 援 地 域 本 部  

 学校支援地域本部事業は、学校の困りごとやコミュニティ・スクール委員会での発案について、

地域コーディネーターが保護者や地域の方等のボランティアをコーディネートし、学校と地域が協

働しながら教育活動を支援する取組です。 

 保護者や地域の方等に協力いただき、学習支援・環境整備・見守り活動・学校行事支援等、様々

な活動を進めることで、子どもたちの学びに広がりと深まりが生まれます。 

❼ 

学   校  地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー  

学 校 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア  

学習支援 環境整備 

見守り活動 行事支援 

 どのような支援・人材が必要な

のかを地域コーディネーターへ依

頼し、支援活動の要請をします。 

 学校が求める支援活動と地域の

人材をつなぎ、教育支援活動等の

総合的な調整を行います。 

ゲストティーチャー 
図書館整備 

家庭科補助 

放課後学習支援 

花壇整備 

支 援  

調 整  

求
め 

●町会・自治会 ●PTA（保護者） ●おやじの会 

●青少年健全育成地区委員会 ●学校開放協力会 

●企業・地域団体 ●スクールガード・子ども見守り隊 

●個人 など 

 地域コーディネーターは、学校支援地域本部の中心とな

る地域人材で、学校ごとに１名～６名置かれ、校長の推薦

に基づき、教育委員会が委嘱します。 

 学校からの求めに応じて、学習支援や環境整備など、人

手を必要とする活動を把握し、担当教員との打合せ等を通

じて、地域人材を活用して行う授業の意義を理解し、ゲス

トティーチャーのコーディネートや支援活動とボランティ

アをつなぐ等、教育支援活動の総合的な調整を行います。 

地域コーディネーター 

地域コーディネーター 属性 

○元保護者 

○保護者 

○町会・自治会 

○民生・児童委員 

○青少年委員 

○寺子屋関係者 

○おやじの会 

○元校長、元教員 など 



コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル 委 員 会  

 熟議は、理解が深まるとともに、主体的な

関わりが生まれる等、委員会での合意形成の

基本となるものです。 

 熟議を重ねることで、学校の課題に対する理解を深めるとともに、よ

り多くの意見を反映させながら、学校・家庭・地域の役割を明確にし、

具体的な支援活動等につなげることが期待できます。 

校長が「学校運営の基本的な方針」を作成 

コミュニティ・スクール委員会による承認 

学校運営・教育活動の実施 

 コミュニティ・スクール委員会（ＣＳ委員会）は、学校運営や学校運営に必要な支援に関する協

議を行うため、区立小中学校に設置している会議体です。 

 委員会では、特に学校が抱えている課題（学力・体力向上、運動会等の学校行事の見直し、携帯

電話の学校への持ち込みに係る対応等）に対して、“熟議”を活用して保護者や地域の方が学校とは

違う視点で、具体的な解決策等について議論し合います。 

❻ 

支援活動 教育目標 地域の願い 学校の課題 

Ｃ Ｓ 委 員 会  

 ＣＳ委員会委員は、単に第三者的な立場から学校運営を

批評するような方ではなく、対象学校について一定の理解

を有した上で、当該学校の応援団として建設的な意見を述

べ、学校運営に責任感を持って参画できる方が望まれま

す。そのため、校長が自校の現状や課題等を考慮した上

で、教育委員会へ推薦し、教育委員会が委嘱します。 

 委員は、一定の権限をもつことから、「（非常勤）特別

職の地方公務員」として任命されます。 

ＣＳ委員会委員 

ＣＳ委員会委員例【15名以内】 

○校長・副校長 

○保護者 

○地域住民 

○地域コーディネーター 

○学識経験者 

○地域人材・地域団体（青健・青少年委

員・寺子屋関係者・スクールガードなど） 

○関係行政・教育機関職員 

必 須 

❸ 

魅 力 

学校に 

とっての魅力 

地域に 

とっての魅力 

子どもに 

とっての魅力 

●多くの大人の専門性や地域の力を生かした学校運営等が実現します！ 

●子どもたちに向き合う時間や、質の高い授業づくりのための時間の確

保ができるようになります！ 

●学校の課題に対して保護者や地域と一緒に対応することができます！ 

●お互いに顔が分かる関係になることで、大規模災害等の緊急時に学校と

地域が一体となって対応することができます！ 

●学校を核として、地域の方が互いのつながりを強めることで、地域コ

ミュニティの活性化につながります！ 

●様々な大人と関わることで、自己肯定感が高まるとともに、「こんな

大人になりたい」という気持ちも深まります！ 

●子どもたちの学びや体験活動が充実します！ 

●地域に見守られている意識が強まり、地域愛が育まれます！ 

保護者に 

とっての魅力 

●学校や地域に対する理解が深まります！ 

●地域の中で子どもたちが育てられているという安心感が高まります！ 

●保護者同士や地域の方とのつながりが強まります！ 

板橋区コミュニティ・スクールの仕組みを活用し、  

様々な取組を学校・家庭・地域が一体となって行うことで…  

成 果 

【中期的視点】 

▼地域が学校を理解し、 

 より協力的に 

▼地域性を生かした学校 

 づくり 

▼保護者、地域による学校 

 支援活動がさらに活発に 

【短期的視点】 

▼学校に対する保護者や 

 地域の理解の深まり 

▼校長をはじめとした教 

 職員の意識の変化 

▼学校と地域の情報共有 

 板橋区コミュニティ・スクールを導入しても、直ぐに大きな成果が見られるわけではありま

せん。しかし、学校が学校の現状を保護者や地域にオープンにし、学校・保護者・地域の「連

携・協働」の体制が構築されることで、5年後・10年後といった中期・長期的視点から見た際

に、学校と地域との連携強化や、子どもたちの学びの充実、教職員の専門性の向上、学校を核

とした地域コミュニティの活性化等が図られるなど、様々なメリットが生まれます。 

 他自治体でも、コミュニティ・スクールの経験が長い学校の方が、より成果の認識が高くな

る傾向が確認されています。 
【長期的視点】 

▼子どもの自尊感情の向上 

▼保護者、地域からの苦情 

 の減少 

▼教職員の専門性向上 

▼教員が子どもと向き合う 

 時間の確保 

▼子どもの学力向上 

▼学校と地域の連携強化 



板 橋 区 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル （ ｉ Ｃ Ｓ ） の イ メ ー ジ

❹ 

参加・活動報告

連携・発案

学校を支える多様な地域人材・地域団体等

コミュニティ・スクール委員会 

（ＣＳ委員会） 

P T A 

●学校が抱える困りごとについて、具体

的な解決策等について熟議 

●学校のビジョンについて、協議・承認 

●学校支援活動について協議・報告 

両輪・協働

 多様な体験活動の実施

教 職 員

◇何を埋めるか 

 →足りないところを補足する 

◇何を正すか 

 →少しおかしくありませんかと提案する 

◇何を創るか 

 →新たな活動を提案・計画・実践する 

板 橋 区 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル （ ｉ Ｃ Ｓ ） の イ メ ー ジ  

❺ 

支 援 

参加・活動報告 

連携・発案 

学 校 支 援 地 域 本 部 

学校を支える多様な地域人材・地域団体等 

P T A 

 学校が求める支援活動と

地域の人材をつなぎ、教育

支援活動等の総合的な調整

を行う人 

地域コーディネーター 

学校支援ボランティア 

家庭科 

ボランティア 

スポーツテスト 

支援 

読み聞かせ 

見守り支援 

依頼・調整 

両輪・協働 

 多様な体験活動の実施 

教 職 員 


